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学術論文 『デザイン理論』38/1999

1930年 代 か ら40年 代前半 の

日本 のポスター に見 る諧調表現 につ いて

中 野 仁 人
京都工芸繊維大学
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おわりに

はじめに

1937年(昭 和12)に 日本政府が懸賞募集 し,2000点 を超える応募があった 「紀元二千六百

年記念 日本万国博覧会」のポスター(図1)は,中 山文孝が富士山をメインイメージにしてデ

ザインした作品が採用された。バックは画面の下から上に向けて黒か ら赤への諧調が施 され,

その中に富士山が背景の赤から白へと変化する諧調で浮かび上がり,金 色の鳥が飛翔 している,

非常に少ない要素で象徴的に構成された作品である。中山はこれにより代表的な観光ポスター

の作家の一人となった。

この 「紀元二千六百年記念日本万国博覧会」 というのは,政 府が1940年 をわが国の紀元二

千六百年と定め,こ れを機に,国 体 と国土を見直そうと計画 した催 しで,戦 争に向けて国民の

気持ちを高揚させる目的があった。万国博覧会 自体 は結局実現 しなかったが,し かしこのポス

ターはいち早 く印刷され,全 国各地の駅の掲示板等に貼 り出された。 このポスターにおいて,

説明的な要素 ばなく,写 実的な表現もな く,富 士山の形は極端に抽象化されている。 しかしそ

こに諧調表現を用いることにより,画 面が単調な ものに終わ らず,奥 行 きや透明感や情緒的な

雰囲気を醸 し出している。

今回検討するのは,ポ スターの中に見 られる諧調表現についてである。 ここで言 う諧調はあ

る色か らある色へと滑 らかに変化するぼか し,い わゆるグラデーションを指す。
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写真を印刷 に置 き換える場合や諧調を持っ原画

を印刷する場合に,そ の諧調 の再現性 は常に印刷

の最 も重要 なポイ ントであった。1896年 に網目ス

クリーンが開発 され,平 版において写真や絵画等

の濃淡のある原稿 は微細 な点 の集合に置き換えて

表現されるようになるが,そ の場合で も原稿にお

ける諧調部分を如何 にうまくしあげるかが問題に

なる。

1930年 代か ら40年代前半にかけての日本のボス

ターにおいて諧調表現が盛んに用い られた。満州

事変(1931)以 後,太 平洋戦争(1941)に かけて

政府や公的な機関が関与 した公共的なポスターに

多 く見られ,こ の当時 はフ リカケと呼ばれていた

スパ ッタリングやエアーブラシで原画が作成 され

ている。その背景には,諧 調を滑 らかに再現することが可能になった印届1肢術の発展と,エ アー

ブラシという技法の流行が考えられるが,さ らに慌ただ しい世相の中で公共的なポスターにお

いて盛んに用いられたという点から,そ こには諧調表現のもっ何か視覚的な意味があったので

はないかということが考えられる。

本稿ではこの1930年 代から40年代前半にかけての日本のポスターにおけるエアーブラシあ

るいはスパ ッタリングによる諧調表現を抽出し,そ の表現の由来,変 遷などにっいて考察を加

え,ポ スターという大衆を対象 とした媒体における諧調表現の持っ特性 と意味にっいて明らか

にしようとするものである。

まず第1章 で当時のデザイン界の状況を概観 し,第2章 ではこの時代のポスターの中で諧調

表現の見 られるものをい くっか取 り上げ1そ の表現にっいて検討する。第3章 では技法の検討

と,日 本のポスターに大 きく影響を与えたと考えられる海外の作品について見 る。そ して第4

章で諧調表現の効果について検討 し,こ の時代のポスターに諧調表現が多用 された意味につい

て考えてみたい。

1.当 時のデザイン状況

1920年 代は,第 一次世界大戦以降の市場の好景気がきっかけとな って,人 々は都市に集中

し,大 衆消費社会が形成 されていく時代であった。消費社会に必要不可欠な広告,あ るいはグ

ラフィックデザインも大 きく変化 し始めた時期である。それまでポスターの中心的なイメージ
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であった美人画にもアールデコの雰囲気が加わったり,美 人画とは全 く異なった図案構成のボ

スターが見 られるようになる。

この時代は欧米か らアールヌーヴォー,ア ールデコ,表 現主義 構成主義などの様式が一時

期に流入 した時代であり,同 時にグラフィックデザインを支える印刷技術の大 きな変革期でも

あった。

m製 版など写真を使 った製版が可能になり1),図案家つまりデザイナーは如何に うま く絵

が描けるかということよりも,如 何にうまく図版,写 真,文 字などを レイアウト出来るかとい

うことが,問 われるようになる。そして,1926年(大 正15)に は図案家の組織 「七人社」(代

表/杉 浦非水)や 「商業美術家協会」(代 表/多 由北烏)な どが設立される。剛

日本において海外のデザインの情報は,ド イツの雑誌 『GebrauchsGraphik』 やイギ リス

の雑誌 『ArtandIndustry』 等の輸入 という形で,一 部 のデザイナーたちには知 られていた

が,日 本における雑誌の創刊,1926年 の 『広告界』や,1927年 のポスター研究誌 『アフィッ

シュ』によってシェレ,ロ ー トレック,ミ ュシャ,そ してカッサンドノL,ポール ・コラン,ジ ャ

ン・カル リュ等が紹介 され,日 本のデザイナー達に多 くの影響を与えた。 日本において欧米の

ポスターの現物がまとまって紹介されたのは,ま ず1921年(大 正10)の 『第一次世界大戦 ボ

スター展』2),っいで1927年 の 『世界ポスター展p3),そ して1934年(昭 和9)の 「国際商業技

術交驩展』4)である。『第一次世界大戦 ポスター展』では,ポ スターの持っ役割,ポ スターの形

式が確認され,ポ スターにおける表現主義,ダ ダ,そ して構成主義というものが展開された。

『国際商業技術交騅撰」はパ リで活躍中の里見宗次の尽力で日本において開催され,カ ッサ

ンドル,コ ラン,カ ル リュら,伺 時代の作家たちが紹介される。そして彼等のポスターには多

かれ少なかれエアブラシまたはスパッタリングによる諧調表現が用いられていた。

1930年 代に入 るとさまざまな商業美術団体が結成され5),各 地で公募展,展 覧会が開催 され

る。また,ポ スター,図 案に関する研究 も盛んになり,技 法書や研究資料なども相次いで出版

される6)。

しか し,社 会の情勢はやがて利益を追求する商業中心の世の中ではなくな り,広 告の意図も

変化 し始ある。 モチーフの中心はモノか らコ トへ ζ移 り変る。1938年(昭 和13)に は 「日独

伊商業美術交敏会』が開催され,戦 争に向か う国家間の利害関係が明確 になり,1940年(昭

和15)に は報道技術研究会7)の結成,1941年 には大政翼賛会8)が発足 し,日 本の広告は国家に

統制 されていく。ポスターは国民の戦意を高揚させる有効な手段であると解 され,プ ロパガン

ダとしてのポスターが数多 く制作されてい くことになる。
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2.諧 調表助 俔 られるポスター

では実際のポスターを見ていこう。ポスターはさまざまな分類が可能であるが,こ こでは商

品の広告を目的としたポスターと公共的社会的ポスターに分類 し,そ れぞれにおける諧調表現

について検討する。

まず,商 業広告のポスターについて見てみる。

1933年 の大智浩の 「味の素」(図2)の ポスターは,画 面を斜めに横切る色面の外側にエアー

ブラシを用いて諧調を付け,画 面に奥行 きを感 じさせている。 しか しここでの諧調表現の用い

方は,物 の影,陰 影の表現の延長であり,色 面における色相の変化の美 しさを引き出すもので

はない。

1938年 の河村運平作の 「天然粉わさび」のポスター(図3)に おいては,エ アーブラシに

よる諧調 は,人 物の服装やわさびやおろし金の表現に,単 純化 した陰影を施すことによって,

軽快な リズム感を導 き出している。そ して文字の背後に施された諧調は,そ れが単に影 という

のではなく,背 景の青 と文字の黄色の間に介在することによって,画 面上で,図 柄と文字が同

一の次元に位置しているかのように溶け込んで感 じさせている。

1938年 の今竹七郎の京阪電車のポスター 「水泳 はびわ湖へ」(図4)で は,人 物 自体の陰影

の表現にエアブラシの諧調が用いられているが,そ れ以上 にこの画面を特徴づけているのは,

人物の輪郭の外側から背景に溶け込む白い諧調表現である。琵琶湖の水の色を表わす青緑のバ ッ

クに対するこの白は,人 物に降 り注 ぐ太陽の光なのか,水 の輝 きなのか,あ るいは水面の光の

波紋なのか,明 確 には説明できない抽象性を持っている。 もしもこのポスターでこの白い諧調

表現が施 されていなければ,お そらく夏の琵琶湖の明るさ,楽 しさ,き らあきといったものは

感 じられず,暗 いイメージになっていたと思われる。
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これと同 じ表現 は,多 田北 鳥の 「キ リンビール」(図5)の ポスターにも見 られる。群衆の

描写においてその輪郭が背景に溶け込むようにぼかされているが,こ のポスターの中心 となる

モチーフの ビール瓶の輪郭に白い諧調表現が施されている。 もちろん黒いバ ックに浮き上がる

ようにという意味もあるが,ビ ールという商品自体が放 っている光あるいはアウラのようなも

のが感 じられる。実際の目に見える状態を写すのではなく,ポ スターを雄弁な ものにするたあ

の抽象的な表現がなされている。.

1940年 前後の作と見 られる 「ジーエス蓄電池」のポスター(図6)の 場合は,電 池 自体を

直接的なモチーフとはせず,自 動車を描いている。 自動車の周 りに人物 も描かれ,こ の自動車

は停車 していることが明 らかだが,画 面を大 きく斜めに横切 り,輪 郭の外側に白い諧調が施 さ

れているために,自 動車の持っ電気的なエネルギーが力強 く伝わってくる。白い諧調は人物の

表現にまで及び,そ のパワローが強調 されている。

このように広告を目的としたポスターにおいては,モ チーフの写実的な陰影 という具象的な

表現から,や がて時代とともに光やスピー ドをイメージさせる抽象的な傾向を帯びていくこと

がわかる。

では,次 に1930年 代後半の公共的なポスターにおける諧調表現について見てみる。

1936年 の 「躍進日本大博覧会」の2枚 のポスターはそれぞれ鳥 と日本国旗,飛 ぶ飛行機,

そして塔のある町並みのシルエットという同 じモチーフが扱われているが,そ のうち図7の 方

は,鳥 の顔の向きと飛行機の翼の後ろの諧調,日 の丸の国旗の諧調,さ らに 「躍進日本大博覧

会」の文字 に施 された諧調が同じ方向であるため,そ の画面には一定の法則を持 った流れが感

じられ,安 定感がある。一方図8に おいては,幾 何学的に構成された鳥に諧調が施さ礼 スピー

ド感ではなく,柔 らかい リズムが生まれている。同 じ年に制作された 「輝 く日本大博覧会」の

ポスター(図9)は,さ らに構成主義的な画面で,機 械をモチーフにしてそこに諧調を施 して

いる。

1937年 に発行された 「支那事変国債」の6種 類のポスター(図10は そのうちの1点)は,

いずれにもエアーブラシによる諧調表現が多用されている。文字の書体や レイアウト,モ チー

フの表現法はそれぞれ異なり,諧 調 もバ ック全面にわたるもの,モ チーフの陰影を半ば写実的

に,半 ば抽象的にあ らわしているもの,モ チーフの輪郭の外側をぼか しているものなどさまざ

まである。 しか し,い ずれにも諧調表現が用いられていることにより,モ チーフは柔 らかさを

保ちなが ら膨張 し,イ メージを力強 く訴えてくる。

また 「赤十字デー」のポスター(図11)や 「振替貯金」のポスター,さ らに 「貯蓄報国週

聞」のポスター(図12)や 「犯罪予防」のポスター,「粛正選挙とラジオ」のポスターにおい

ても顕著に諧調表現が用いられている。これ らのポスターにおける諧調表現で特徴的なのは,
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図6「 ジーエ ス蓄電池」

1940頃

図 アr躍 進 日本大博覧会」

1936

図8「 羅進 日本大博覧会」

1936

図9「 輝 く日本大博覧会」

1936

輪郭の外側に黒い色で施されているものが多いという点である。明度の高い色彩の諧調 とは異

なり,モ チーフが光輝 くようなイメージはない。おそらくバ ックの色彩との対比を強調 し,力

強さを打ち出そうとの意図で表現されたものと考えられるが,必 要以上に図像の明快 さを追求

しているともとれる。

戦争の足音が忍び寄る気配を濃厚 に感 じさせる京都市の 「軍事援護」 のポスター(図13)

は,バ ック全体に大きく諧調表現が用いられている。空間的な広がりと奥行 きを導 きだし,赤

か ら黒への諧調は渾沌 として,掴 みきれない不気味ささえ感 じられる。

このよ うに公共的なポスターにおける諧調表現は,先 に見た商業ポスターにおいて時代 とと

もに顕著 になっていった抽象性がさらに強 くなり,画 面全体の印象を支配する重要な役割を担

うようになる。

ところで,1935年 に大阪で開かれた第3回 商業美術連盟展9)のカタログを見 ると,何 らかの

諧調表現が使われているものが非常に多い。その内訳は以下のとおりである。

出品作の図版資料が現在は白黒写真 しか残 っていないが,そ れらのポスター上での諧調表現

の用いられ方を見ると,以 下のように分類できる。

1.陰 影により立体感を表現 している。 しかしそれらは写実性に乏 しく,む しろ色面に諧調を

34

会員作品のポスター37点中,諧 調が見られるもの32点

その内 エアーブラシを用いていると思われるもの30点

スパ ッタリングを用いていると思われるもの2点

公募部門の入選作 ポスター61点 中,諧 調が見られるもの55点

その内 エアーブラシを用いていると思われるもの51点

スパ ッタリングを用いていると思われるもの4点



図to「 支那事変国債」1937図11「 赤十字デー」 図12r貯 蓄報国週間亅 図13「 軍事援護」

施す ことにより,柔 らかな情緒を醸 し出 している。

2.構 成主義的な画面 に諧調を施 し,奥 行 きとともにリズムを導き出している。

3.一 定方向に諧調を施すことにより,モ チーフにスピー ド感をもたせている。

4.画 面中心のモチーフの輪郭の外側に諧調を施 して,そ のモチーフ自体が発光 しているかの

ような効果を狙っている。

この展覧会に出品された作品は必ずしも実際に使用された印刷物のポスターではなく,作 者

が想定 したテーマを元に原画を作成 したものが多くを占あ,そ のためポスターとしての詰あの

甘い部分は多分に感 じられるが,し か しその分,作 者の表現 したいイメージが前面に押 し出さ

れ,諧 調表現による作者の自己表出もまた,大 きくなっていると解釈できる。

っまりこの時代,諧 調表現 こそが最 も効果的にイメージを伝達する構成要素の一っである

と考えられていたことがわかる。

では諧調を用いたこれらの表現は,い ったいどういった流れで,日 本のポスターにおいて顕

著になっていったのであろうか。その背景にっいて検討 していく。

3.海 外の影響

1928年 の 「商業美術全集』の第2巻 ・実用ポスター図案集 の中で東京高等工芸学校図案科

教授の宮下孝雄は 「ポスター作画に就いての技術上の問題」 と題 して以下のように述べている。

「最近私は国産振興大礼博覧会のポスターにスプレーを応用 して印刷原稿に附 したことがあ

る。 この方法はぼか し版の作成に都合のよいものであって,作 画の労働時間が減縮 される。」

としている。 しか し,エ アーブラシによるぼかしの粒子は非常に細かいたあに製版の段階で トー

ンがっぶれて しまうこともあり,エ アーブラシの圧力を下げるなど粒子を粗 くする工夫が必要

であった。また,金 網を用いてのフリカケ,っ まりスパ ッタリングによるぼかしがエアーブラ
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図14A.M.カ ッサ ン ドル 図15A.M,カ ッサ ン ドル 図16里 見宗次 図17里 見宗次

rグ ラン ・スポール亅1925「 北極星号」1927『KLMオ ラ ンダ航空」1934「 アメ リカ機関車鉄道」

1939

シの表現に似ていると述べている。 日本では1920年 代 にはまだエアーブラシは広 く普及 して

おらず,ス パ ッタリングによる諧調表現が中心であったが,欧 米ではその装置はすでにある程

度の レベルまでは達 していたと考えられる。1°)

我が国で初めてエアブラシを用いたポスターは,1925年 に多田北烏u)が 制作 した 「銀座 ・

松屋呉服店」のポスターであるといわれている'2)。彼はその後,キ リンビールなどのポスター

で美人画ではないポスターも手がけていくが,そ の中で,エ アーブラシに限らず,パ ステル画

や油彩などイメージに応 じた技法で,諧 調表現を取 り入れていく。

1922年 にフランスに渡 った里見宗次はパ リでエアブラシによる諧調を用いたポスターで次々

と賞を得ていたが,そ の彼に大きな影響を及ぼしたカッサンドルのポスターにおいて,諧 調の

果たす役割は計 り知れず大きい。

カッサ ンドルは1923年 に制作 し25年の現代装飾産業美術国際博覧会でグランプ リに輝 いた

ポスター 「オ ・ビュシュロン」ですでにエアブラシを使い始めている。 そしてその後の諧調の

表現方法はさまざまで,25年 の 「グラン・スポール」(図14)で は中心をなす モチーフの輪郭

に諧調を施 し,写 実的な描写の帽子と単純な輪郭線の人物を巧みに融合させているし,27年

の 「ル ・プログレ」では極めて単純な幾何学的構成の全面に諧調を施す ことによって,平 坦な

画面にリズム感を与えている。そして彼の代表作の一っである27年の 「北極星号」(図15)で

は空の描写,地 面の描写,線 路の描写,そ してタイポグラフィの部分に諧調 を用 いてい る。

その諧調表現は情景の写実的な表現よりも,北 極星の明るさと遠近感,そ して列車のスピー ド

感を表現するために用い られている。

広告評論家の中井幸一はカ ッサンドルのポスターにっいて,「平明な描写に加え,大 胆 に細

部を省略 した衝撃的視覚と,香 り高い叙情性を持 っている」と評 しているが13),この叙情性を

支えるもの こそ諧調表現だと考えられる。
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rモ ナ コ水族館亅1926『 世界一周大飛行」1939『 パ リ万国博覧会亅

1937

図 ¶9ジ ャ ン ・カ ル リ ュ

「Give'emBothBarrels

カッサンドルの表現は全世界に影響を及ぼすが,日

本においてもその傾向 は顕著で,特 に当時の満州 《大

陸派》14)と呼ばれるデザイナーたちの間で はカッサ ンド

ル調が主流を占める。 日本軍の宣伝戦略 として作 られ

たそれ らのポスターにも諧調表現 は用 いられ,そ れ ら

はモチーフを大きく見せたり,神 秘性 を持 たせた り,

スピー ド感,奥 行き,立 体感 を感 じさせ るもので,日

本の国力を誇示する目的を持 っていた。

一方里見宗次は,1928年 のたばこ 「ゴロワーズ」のポスターコンクールで一等を受賞する

が,こ の作品ですでに諧調表現が用いられている。その後やはりコンクールで一等 となったボ

スター 「六 日間自転車競争」(1933)や 「KLMオ ランダ航空」(1934)(図16),「 アメ リカ機

関車鉄道」(1939)(図17)な どでふんだんにエアブラシを用いる。一定方向に施 された諧調

が多 く,そ こには 《スピー ド感》や 《速度》が色濃 く表現されており,1909年 のマ リネッティ

の未来派宣言以来の造形の一っの流れを汲んでいる。

カッサ ンドルと並ぶフランスのポスター作家 ジャン ・カル リュ15)のポスターもほとんどが

諧調表現を用いて制作されている。1926年 の 「モナコ水族館」 のポスター(図18)な どはス

パ ッタリングによる諧調表現を用いてモチーフに余韻を持たせた情緒的な画面を構成 している

が,そ れらは粒子 の粗 い諧調であ り,人 間の手のもっ温かみが感 じられる。 それに対 し,

1931年 の 「現代芸術家連盟展1の ポスターや1932年 のポスター 「PourleDesarmement」

や第二次世界大戦中のアメ リカでのポスター 「Give'emBothBarrels」(図19)に おいては

エアーブラシを用いた緻密な諧調表現で,計 算された合理性,抑 制 された画面構成の中に静

かな情緒が感 じられる。
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このカル リュのポスターのイメージもアメリカをはじめヨーロッパそして日本のポスターに

大 きく影響を与える。例えば日本において,1939年 の 「世界一周大飛行」のポスター(図20)

には,1937年 のカル リュのパ リ万国博覧会のポスター(図21)と のいくっかの類似点が見受

けられる。国旗を扱 っているという点だけでな く,と もに黒い諧調表現を用いて,国 旗に使わ

れている多 くの色彩によって画面が散漫になることを防ぎ,全 体を引き締めている。 この作者

である小畑六平が実際にカル リュのポスターを目に したという記録は残ってはいないが,し か

しこの万博のポスターは約75万 部 という膨大な数が印刷され16),そのイメージは広 く人々に知

れ渡 っていた。

やがて日本においてエアーブラシによる諧調表現を用いる風潮はますます高まり,先 に見た

1935年 の第3回 商業美術連盟展において出品作 の大半がエアーブラシを用いていた り,1937

年11月 に開催された兵庫県の学生愛国ポスター展で も 「素人 と思えないほど巧みにポスター

カラーを使用して,振 り網を使いこなし,中 にはエアーブラシを使 ったものさえあった」と,

高島屋宣伝部の今竹七郎は語っている17)。

1939年,神 戸三越広告部の安保倶一 は,エ アーブラシが もた らす危険性について次のよう

に述べている。

「懸賞作家が進んでいる道はあまりにエアーブラシに使われている感 じである。(中 略)今 全

国の作家を見るに約八割位までがエアーブラシを使用 している。懸賞ポスターにはエアーブラ

シでないと入選は難 しい,難 しいからエアーブラシを使用する。何処まで行ってもエアーブラ

シから抜け出られなくなる。泥沼へはまってい くようなものである。」18)

また,1940年,兵 庫県創業美術連盟の藤波勉 は 「ロオ トレックのポスター」 と題 した文章

の中で次のように述べている。

「エアブラッシュなる近代武器は先ず我々の喜ぶべきものであり天与の賜である。 しか しこ

の武器 も人間の感覚美を通さない限り所謂その憤霧作用の機械的便利さに惑溺された中毒の世

界を追 うこととなる。欧州では立派 に作家の魂 と取 り組み乍,我 が国では奇妙な道化を繰 り返

していることの矛盾は反省されるべきである。」19)

つまりエアブラシという新 しい機械 とその手法が,諧 調表現の持つ効果や可能性を導き出す

という役割を超えて,表 現の流行 と氾濫を招 くという危険性が指摘されたのである。

特に大衆を対象としたポスター制作 においては,真 新 しさや流行に迎合することも大切な要

素であるために,エ アブラシによる諧調表現 はかなりのスピー ドを持って人々の視覚言語のひ

とっとして浸透 していったものと考え られる。 しかし,エ アーブラシによる諧調表現 は単にそ

の技法が もたらした一時の流行に過ぎなかったのだろうか。
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4.諧 調表現の表わすもの

宮下孝雄は,日 本のポスターにおける表現について大 きく2つ に分類 している2°)。即 ち,イ

メージの象徴的取扱と実感的取扱の2種 である。前者は物体表示を間接的に取 り扱うもので,

主にヨーロッパ風のポスターに多いとし,後 者は直接商品を表示するたあの手段で,美 人が商

品を手にした り,店 の前で微笑むポスターなどはこの種に属するとしている。っまり抽象的な

イメージのポスターと具學的なイメージのポスターと言い換えることができる。この分類は宮

下に限らず この時代概ね適用 されていた。一斉 を風靡 した1911年 の橋 口五葉による三越呉服

店のポスター以来永 く続いた所謂美人ポスターの流行に対する反省もあって,ま たヨーロッパ

のポスターに表現主義やキュビスムや未来派などの影響が反映されているという点か らも日本

のポスターにも直接的でないイメージの展開,抽 象性を帯びたイメージの展開を図ろうとする

動 きがあった。

しかし,ポ スターという不特定多数の大衆を対象とした媒体の場合,そ の作者すなわちデザ

イナーの好みによって,ヨ ーロッパか らの構成主義,キ ュビスム,未 来派 などのイメージを

引用することは,そ れ らに慣れていない日本の大衆に投げかける視覚情報としては,メ ッセー

ジ性の弱いものになりかねない。伝達内容を明確に表現 し,し かも今までの美人ポスターの枠

を打ち破 り,そ して日本人の感覚に合致するイメージ形成が必要であった。

日本には古 くから平面的な造形表現のひとっに"ぼ かし"が ある。「紀元二千六百年記念 日

本万国博覧会」のポスター(図1)や 京都市の 「軍事援iの ポスター(図13),そ して 「陸

軍記念 日」のポスター(図22)に 見 られるバック全体に施された諧調表現は,空 間の奥行 き,

広が り,そ して透明感を感 じさせる。 この画面の上部または下部に水平に諧調を施すという手

法は,浮 世絵の風景画における一文字ぼか しの応用であり,江 戸時代か らすでに日本人の視覚

要素のひとっとして備わっている表現である。水平方向の諧調 は見えない大気の移ろいを画面

に定着させるひとっの方法でもあり,ま た日本人が日本的な表現の中に創 りだ したひとっの型

であると言える21)。さらにその根底には日本における自然観があり,自 然の諸相を平面 に置 き

換える際の手法の特質がうかがえる。

1930年 代か ら40年代前半の日本のデザイ ンにおいては,国 家の打ち出 した政策 もあって,

グラフィックに限 らず全体的に 《日本的なるもの》というテーマが叫ばれた。

ポスターにおける表現は,こ の時代以前 に江戸時代か らの日本のグラフィズムを一旦否定 し,

生産技術の発達に立脚 した,欧 米からの様式の咀嚼と引用,展 開が図 られていた。 しか し,日

本人のもっ表現の感覚に,諧 調 を再現 しやすい技法の裏付けがなされたとき,欧 米か ら入 り込

んだモダニズムの解釈の上に,再 び諧調表現が多用されたとしても不思議なことではないのか

もしれない。
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近代のグラフィックにおけるモダニズムの表現は,大 きく捉えると,構 成主義的な表現と抽

象的な表現と言い換えることもできるが,ポ スターにおいては,人 々の視線を効果的に捉える

ために,余 計なものを取 り去り,平 面的に簡潔に表現 していく手法が発達 した。1930年 代,

欧米のポスターにおいて諧調表現が盛んに用いられるようになった背景には,こ のモダニズム

の流れの中で,コ ラージュの手法 と同様にさまざまなモチーフをいったん抽象化 し,画 面上で

現実を再構成 していこうとする考え方が生まれてきたということがあげられる。っまり現実の

抽象化であり,現 実の単純化あるいは便化が,伝 達内容を明快に表現する手段と結び付き,ひ

とっの様式を生み出 したのだと考えられる。

ポスターにおける諧調表現は具象的なイメージ,写 実的な表現 と,抽 象的なイメージ,図 案

化されたイメージの橋渡 し的な役割を担 うことができた。 フラットな色面構成的な表現に諧調

を施すことにより,そ の無機質でクールなイメージに,写 実的表現に近い情緒的な要素が加わ

る。また,画 面に光と陰や,奥 行 き,広 が りを与え,イ メージに膨 らみをもたせることが出来

る。

商業的なポスターにおいては,商 品がモチーフの中心 になることが多い。ポスターの鑑賞者

に対 して如何に強 く商品を認識 させ うるかという点に焦点が絞 られ,画 像が形成される。商品

自体を描 く場合に,た だ写実的に描写するよりも,そ こに誇張や省略を加え,印 象を強 く植え

付けることができれば良いとする考え方 も生まれる。 また,そ のモチーフの輪郭に諧調を加え

ることにより,バ ックの色彩との対比というだけでな く,ア ウラを放 っているような,美 化 し

た印象を持たせることも行なわれる。

それに対 して公共的なポスター,す なわち政府や軍 赤十字などのポスターは,具 体的な商

品などを主題に押 し出すのとは異なり,イ メージや雰囲気 というものが重要な鍵となる。商業

広告と同 じく中心 となるモチーフに諧調を施すことが行なわれる繊 しかしここではそのモチー

フの具体性よりもそこか ら派生する事柄に重点が置かれるため,さ らに抽象化を進めることも

可能である。フラットな色面の持っ力強さに諧調表現を加えることにより,画 面の中のモチー

フを膨張させ,国 の権威といったものを象徴的に表わ した り,光 やスピー ドを演出することに

より,戦 いに勝っというイメージを醸 し出すことが出来たのだと考えられる。

日本人がすでに持ち合わせていたぼか しに対する感覚の上に,滑 らかで自然な諧調が作 り出

せるエアブラシという技法と,そ れを再現できる印刷技術の発達が結び付 き,そ してこの時代

の要請が,ポ スターにおける諧調表現の多用を呼び起 こしたものと考えられる。

おわ りに

日本人の中には,視 覚要素に限らずあらゆる表現において,顕 然 として諧諷 ぼか しを多用
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す る傾 向が存在す る。 ポスターにおいて は,そ の後 の時代,1960年 代 や1990年 代 に,版 下作

成 の技法 や印刷技術 の進歩 にともな って,よ り顕著 に諧調表現 が用 い られる22)。

諧調 表現 は,余 韻,広 が り,奥 行 き,移 ろいといったイメー ジを もって い るが,こ の1930

年 代 か ら40年 代 とい う戦争 に向か う時代 において,国 の権 威 や威 力 を誇 示 した り,現 実 を抽

象 化,美 化 したり,空 間や時間を超越 し,未 来 に通 じる希望 とい った ものを具現 化 す る方 法

と して定着 した,1っ の様式で あったと言え る。 イデ オロギ ーと諧調表現 が結 び付 き,そ して

さ らにい うな らば,諧 調表現 の醸 し出す情緒が一般 大衆 に対 して語 り架 け る雄弁 さを もってい

たのだ と考え られ る。

註

1)1905年 にオフセット印刷,1910年 に多色写真平版が発明され,そ れまでの石版への描き版とは異なり,

原画に忠実な印刷が可能となる。HB製 版とは,4色 に分解 してカラー再現することで,考 案者

Huebnerと 協力者Breisteinの 頭文字をとってそう呼ばれる。

2)1921年 に東京と大阪で朝日新聞社主催で行なわれた。展示されたポスターは朝 日新聞の創始者である

村山龍平 と海外特派員によって収集されたものであった。展覧会の内容は 『大戦ポスター集」として

朝日新聞社から出版された。

3)正 路喜社主催で,郡 山幸男によって収集された約400点 のポスターが展示された。

4)雑 誌 『広告界』の創刊10周 年を記念 して,全 国の商業美術団体の合同展と,海 外のデザイナーの作品

紹介を兼ねて開かれた展覧会。フランスからは11名,ア メリカからは32名 のデザイナーたちの作品が

出品された。

5)特 に力を持っていた団体は,「七人社」「商業美術家協会」であったが,他 に 「実用版画美術協会」

(1929),「 東京広告美術家倶楽部」(1931),「HL図 案研究会」(1935),「 東京美術包装協会」(1935),

「中央図案家集団」(1935),「 新図案家協会」(1937),「 東京印刷美術家集団」(1932),「 新図案家集団」1

「構図社」(1932),「 資生堂広告美術研究会」(1939)な どが関東で組織され,さ らに地方において も

多 くの団体が生まれた。

6)雑 誌 『広告界』や 『アフィッシュ』の他に,「現代商業美術全集』全24巻,(ア ルス,1928),『 商業美

術』(日本商業美術協会機関誌,1926),「 広告の仕方』(井 関一二郎,実 務叢書発行所),『 スコット広

告心理学』(清水正巳校閲,佐 々木十九訳,透 泉閣書房,1924),「 広告心理学」(松 宮三郎訳,千 倉書

房,1925),『 広告術』(上 野陽一,東 京市,1924),『 広告学概論』(松 宮三郎,厳 松堂書店,1924),

『広告と宣伝』(中川静,宝 文堂,1924),『 広告論』(中 川静,千 倉書房,1930),『 広告原論』(粟 屋義

純,青 山堂書店,1931)な どがある。

7)1940年 に,森 永のコピーライター新井静一郎とデザイナーの今泉武治が既成の図案団体を超剋 した形

で,国 家や社会に奉仕しようと結成 した。

8)1940年,近 衛文麿を総裁に,政 治の行き詰まりを打開 しようとする国民運動としてスター トし,1945
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年6月 に解散 した。.

9)こ の展覧会は,武 田五一が顧問,京 都高等工芸教授霜鳥正三郎,大 阪府工芸協会副理事長や大阪市産

業部主事などが委員を務める商業美術連盟の主催で開かれた。

10)1910年 以前にはヨーロッパにおいてもスパッタリングによる諧調表現が一般的であった。20年代になっ

て,写 真の修正等に用いられていたエアーブラシを版下制作で使うことが普及する。

11)彼 はいわゆる美人画ポスターの代表的作家の一人だが,日 本画とともに洋画も習得 し,や がて1920'

に輸入されたオフセット印刷機に適 した技術を研究 していく。

12)中 井幸一 『日本広告表現技術史』,玄 光社,1991,p159
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